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設 計  変 更  年 月  日設 計 変  更  年 月  日設 計 変  更  年 月  日設 計  変 更  年 月  日設  計  変  更 年 月 日

１回    年    月    日１回     年    月    日１回     年    月    日１回    年    月    日１回    年    月    日

２回    年    月    日２回     年    月    日２回     年    月    日２回    年    月    日２回    年    月    日

３回    年    月    日３回     年    月    日３回     年    月    日３回    年    月    日３回    年    月    日
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佐賀県 政策部 危機管理・報道局 危機管理防災課佐賀県 政策部 危機管理・報道局 危機管理防災課佐賀県 政策部 危機管理・報道局 危機管理防災課佐賀県 政策部 危機管理・報道局 危機管理防災課
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配 置 図   S =1 / 20 0配 置 図   S =1 / 2 00配 置 図   S =1 / 2 00配 置 図   S =1 / 20 0

第 １種住 居地域第 １種 住居地 域第 １種 住居地 域第 １種住 居地域第 １種住居 地域

第 １種中高 層住居専 用 地域第 １種中高 層住 居専用 地域第 １種中高 層住 居専用 地域第 １種中高 層住居専 用 地域第 １種 中高層住 居専用 地域
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唐津総合庁舎唐津総合庁舎唐津総合庁舎唐津総合庁舎唐津総合庁舎

唐津市消防本部唐津市消防本部唐津市消防本部唐津市消防本部唐津市消防本部

唐津市少年科学館唐津市少年科学館唐津市少年科学館唐津市少年科学館唐津市少年科学館 佐賀県ヨットハーバー佐賀県ヨットハーバー佐賀県ヨットハーバー佐賀県ヨットハーバー佐賀県ヨットハーバー

富士見町富士見町富士見町富士見町富士見町

西浜町西浜町西浜町西浜町西浜町

西唐津小学校西唐津小学校西唐津小学校西唐津小学校西唐津小学校

西唐津中学校西唐津中学校西唐津中学校西唐津中学校西唐津中学校

青葉保育園青葉保育園青葉保育園青葉保育園青葉保育園

西唐津駅西唐津駅西唐津駅西唐津駅西唐津駅

朝日町朝日町朝日町朝日町朝日町
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附近見取図附近見取図附近見取図附近見取図

配置図・附近見取図配置図・附近見取図配置図・附近見取図配置図・附近見取図
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唐津湾唐津湾唐津湾唐津湾唐津湾
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オフサイトセンター電気設備等定期点検及び保守業務委託オフサイトセンター電気設備等定期点検及び保守業務委託オフサイトセンター電気設備等定期点検及び保守業務委託オフサイトセンター電気設備等定期点検及び保守業務委託









ＶＣＴ

ＥＬ

ＷＨＭ

Ｅ１４゜ＶＥ（１６）

ＣＰ１０－１９－３５０

腕金１５００　×　２ＰＧＳ

Ｅ５．５゜ＶＥ（１６）

ＥＡ

ＤＧＲ

根かせ１．２ｍ（バンド付）

亜鉛メッキ鋼より線３８゜

支線ガード（虎印Ｌ＝２ｍ）

打込アンカー４号

接地極埋設表示板（１０型バンド付）×２

玉碍子

ＧＬ

引込柱１

ＣＰ１０－１９－３５０

根かせ１．２ｍ（バンド付）

亜鉛メッキ鋼より線３８゜

支線ガード（虎印Ｌ＝２ｍ）

打込アンカー４号

玉碍子

ＧＬ

引込柱２

６ｋｖ　ＣＶＴ－３８゜ ＦＥＰ（８０） ＳＧＰ８０Ａ

ＦＥＰ（８０）

ＣＶＶ　２゜－　２Ｃ ＦＥＰ（３０） ＳＧＰ３２Ａ

Ａ

高圧引込

予　　備

ＤＧＲトリップ信号

記号 ケーブル 地中配管 電柱配管 備　　考

ＦＥＰ（６５） ＳＧＰ６５Ａ ＮＴＴ引込

ＦＥＰ（６５）

ＦＥＰ（６５） 予　　備

ＦＥＰ（３０） ＣＡＴＶ

Ｂ

配管配線リスト

ハンドホールリスト

ＨＨ１

ＨＨ２

６００×６００×６００ Ｒ８Ｋ－６０

９００×９００×９００ Ｒ２Ｋ－６０

Ｈ １－６

Ｈ ２－９

腕金１５００　×　２

ＳＧＰ８０Ａ

ＳＧＰ６５Ａ

ＳＧＰ６５Ａ

ＳＧＰ３２Ａ

予　　備

道路境界線
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線

県道　　妙見・満島線

市
道
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の
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線

ＤＮ

ＤＮ

ＰＳ

ＰＳ

Ｃ ＦＥＰ（８０）×2 ＳＧＰ８０Ａ 予　　備

設計変更年月日

１回　　　年　　月　　日

２回　　　年　　月　　日

３回　　　年　　月　　日

工事名

図面名

縮　尺
図番号

１
２００

流用土

埋設表示シート

５５０

３
０

０

７
０

０ ３
０

０

７
０

０

埋設表示シート

流用土

６００

構内配電線路断面図（既存） 構内通信線路断面図（既存）

ＣＶ５．５゜－２Ｃ　ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５．５゜－２Ｃ　ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＨＨ１

ＣＶ５．５゜－２Ｃ×２　ＦＥＰ（４０）

ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５．５゜－２Ｃ　ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

引込柱２

Ｃ

Ａ

ＨＨ２PB500×300

PB300×300
SUS

Ａ

キュービクル
GP82×2

SUS

ＨＨ２ Ｂ

引込柱１

ＣＶ５．５゜－２Ｃ　ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５．５゜－２Ｃ　ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

九電柱（０４０シ５１１）

隣地境界線

ＰＳ

ＰＳ

ＰＳ

7
,2
0
0

7
,0
0
0

3,500

隣
地

境
界

線

隣地境界線

ＦＥＰ（３０）

ＨＨ１

Ｌ－１

Ｐ－１

Ｔ－１

ＣＶ５．５゜－２Ｃ×４　ＦＥＰ（５０）

ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

総合盤

ＣＶ５．５゜－２Ｃ　ＦＥＰ（３０）

ＦＥＰ（３０）

地中内で既設に接続

ＨＨ１(新設）

ＥＭ-ＣＥ５．５゜－２Ｃ×４　ＦＥＰ（５０）

ＦＥＰ（５０）

ＨＨ１(撤去）

ＦＥＰ（３０）

ＣＶ５．５゜－２Ｃ×４　ＦＥＰ（５０）

配置図　　S＝１／ ２００

埋設表示シート６
５

０

流用土
2
0
0 アスファルト＠50

クラッシャーラン＠150

外灯及び防犯設備掘削断面図

６００

良質土 良質土

外灯及び防犯設備掘削断面図

クラッシャーラン＠100

貫通穴80φ×2

アスファルト＠50
クラッシャーラン＠150

９
６

０

2
0
0

ＨＨ１

１２００

▽ＧＬ

外２

外１

外２

外２

佐賀県危機管理防災課

外３ 外３

オフサイトセンター電気設備定期点検及び保守業務委託

１階照明設備（外灯図）
７

５－１



Ｒ２－１

関係団体諸室

国倉庫
県防災資機材倉庫

防災専門官室

仮眠室

ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ本部

玄関ホール

UP

湯沸洗面

DN

DN

小会議室

発電機室

電気室

ﾎﾟﾝﾌﾟ室

シャワー室

シャワー室
(１)

(２)
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,
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00

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5

Ｘ1 Ｘ2 Ｘ3 Ｘ4 Ｘ5

Ｙ1
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Ｙ3

Ｙ4

Ｙ1

Ｙ2

Ｙ3

Ｙ4

1,
5
0
0

１ 階 平 面 図　S=1/100

ＥＮＴ

UP

倉庫

PS

PS PS

EPS

PS

男子便所

女子便所

物入

物入

PS

DS

DS

DS

1,250

地下オイルタンク

4,450

2,
1
50

PS PS PS

雑用水槽

汚水槽

8,2759,0304,250 8,945

3,
00

0

2,000

中室

前室

(GL+340)

(±0)

(-2,000)

(-2,000)

(-50)

（後室）

EXP.J

(1FL-150)

Ｒ１０－４

４

３３ ３

設計変更年月日

１回　　　　　年　　　　月　　　　日

２回　　　　　年　　　　月　　　　日

３回　　　　　年　　　　月　　　　日

工事名

図面名

縮　尺 図番号
１

１００

7,
20

0

3,500

7,
00

0
8502,450200

20
0

7,
27

5
20

0
6,

5
25

27
5

特記事項 ※　下記は現在のケーブルを表記しており、

新設ケ－ブルについてはエコケ－ブルとする。

凡　例

（!FL=設計GL+440）

照明器具

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

照明器具姿図参照

Ｆ３００

Ｆ３００

Ｒ１０－４

ＥＥ

ＡＳ

し、壁内は電線管ＰＦ－Ｄにてケーブル１．図中指示なき配線配管は、下記の通りとする。ただ

保護する事。

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ

電灯分電盤

１Ｐ１５Ａ×１埋込スイッチ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ＋２Ｃ

〃

〃

〃

〃

インペイ

〃

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ＋３Ｃ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ＋３Ｃ

ＩＶ　１．６×２　　　　　　ＰＦ－Ｄ（１６）

コロガシ

ＩＶ　１．６×２　Ｅ１．６　ＰＦ－Ｄ（１６）

１００Ｖ－３Ａ

備　　　　考規　　　　格

３

ＡＳ

ＷＰ

名　　　　称記　号

新金属プレート共

〃

１Ｐ１５Ａ×１（ＷＰ）

３Ｗ１５Ａ×１

〃

自動点滅器

〃

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ×２＋２Ｃ

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ×３

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ×２＋３Ｃ×２

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ×２＋３Ｃ

〃

〃

〃

２．０

２．０

２．０

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ×２＋２Ｃ

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ×３

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ×２＋３Ｃ×２

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ＋３Ｃ

コロガシ

〃

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ＋３Ｃ

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ＋２Ｃ

２．０

〃

〃

２．０

２．０

２．０

２．０

インペイ

コロガシ

〃

ＦＣＰＥＶ　０．９－３Ｐ　

ＰＦ－Ｄ（１６）

配電盤回路図参照

〃

〃〃

〃

ＩＶ　１．６×５　Ｅ１．６　ＰＦ－Ｄ（２２）

ＩＶ　１．６×４　Ｅ１．６　ＰＦ－Ｄ（２２）

ＩＶ　１．６×３　Ｅ１．６　ＰＦ－Ｄ（１６）

１Ｐ４Ａ×１　ＰＬ付

２Ｌ

アウトレットボックス 中浅Ｃ付き

２Ｌ

１Ｌ セレクタースイッチ １Ｌ

２Ｐ１５Ａ×１　ＥＴ付 新金属プレート共

Ｒ

埋込コンセントＥ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ×２＋３Ｃ

空調／全熱交換機 機械設備工事リモコンスイッチ

天　井　扇 ２Ｐ１５Ａ×１　ＥＴ付 機械設備工事

〃

〃

〃 〃

〃

〃

新金属プレート共

６４Ｌ（中央監視盤内組込）

４Ｌ

１８Ｌ　×　２

６４Ｌ

４Ｌ

〃

１８Ｌ×２

２．図中点線は、既存機器・配管・配線を示す。

３．防火区画貫通箇所については、耐火処理を施す事。

６４Ｌ

６Ｌ

Ｒ Ｒ

Ｒ

２
０

７

Ｒ１１－１

Ｒ

１
０
１

２
０
４

２．
０

２
０
６

２．０

１
０５

１０
２

２
．
０ Ｒ

Ｒ

PSＲ
Ｒ

２
．
０

２
０
９

３

Ｆ３００

Ｒ１０－１

２
．
０

２
０
５

３３

Ｒ８－１

２
０
３ ２
．
０

２０２

Ｒ７－３２．０

２
０

５

Ｒ７－２

Ｒ７－４

２
０６

Ｒ７－５

Ｒ

３

Ｒ４－１

２
．
０ １０

４

３

２０１

Ｒ

２．０

４Ｌ

６Ｌ
２Ｌ

Ｒ９－８

２Ｌ

Ｒ３－１

３

Ｔ

Ｅ

２
０８

Ｒ５－１ ２．０

Ｒ１２－１

Ｒ８－３

Ｅ
Ｒ１０－３

３

Ｒ９－５

Ｒ

Ｒ６－２

Ｒ６－１

Ｒ９－３

Ｒ９－４

Ｒ１－１

２．０

２
．
０

Ｒ１－２

Ｒ９－６ Ｒ９－７Ｒ９－４ Ｒ９－６

Ｒ８－２

Ｒ７－１

Ｒ９－７

Ｒ１０－２

Ｒ９－６Ｒ９－７

６Ｌ

Ｒ２－２

Ｒ２－３

Ｒ２－４

Ｒ２－５

Ｒ３－２

Ｒ９－２

２Ｌ

(1FL-50)

(1FL-50)

Ｒ７－６

(25.20)

(1FL-50)

(24.50)

(1FL±0)

Ｒ９－１

Ｌ－１

３４８

２０５
Ｒ１０－５

３

３

３

φ70

φ70

φ70
３

φ70

φ50

φ70

Ｇ×４

Ｔ×２

Ｓ×３

Ｄ×３

Ｃ×１

Ｄ×３

Ｃ×１

Ｄ×２

Ｙ×１

Ｄ×４
Ｙ×２

Ｅ×４
Ｃ×２

Ｑ×１

Ｌ×１

Ｌ×１

Ｄ×２

Ｌ×１

Ｑ×１

Ｌ×６

Ｔ×１０

Ｆ×２
Ｂ×１

Ｂ×１Ｂ×１Ｂ×１

Ｂ×１

Ｂ×１
Ⅴ×１

Ｂ×１ Ｂ×１

Ｂ×１

Ｃ×５

Ｄ×　９

佐賀県危機管理防災課

Ｃ×２

Ｄ×　２０

Ｒ２－６

Ｑ×１

Ｋ×１

Ｗ×　３

Ｎ×３

Ｃ×１

Ａ×２

Ｕ×１

Ｄ×　１６
Ｃ×　４

Ｃ×　４

Ｒ×１

Ｚ×１
ＡＡ×２

Ⅹ×４

オフサイトセンター電気設備定期点検及び保守業務委託

１階　照明設備 ７
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緊急ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ本部

ﾌﾟﾗﾝﾄ班

緊急医療本部

広報班

住民安全班

合同対策協議会

現地本部会議ｽﾍﾟｰｽ

最高決定会議室
ｼｽﾃﾑ機器室
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男子便所
女子便所

DS

DS

DS

PS PS

PS

PS

3,500 4,500

1,250

1,360 1,360

1,
36
0

1,
36

0

4,350

3,
50

0

設計変更年月日

１回　　　　　年　　　　月　　　　日

２回　　　　　年　　　　月　　　　日

３回　　　　　年　　　　月　　　　日

工事名

図面名

縮　尺 図番号
１

１００

ＷＰ

１Ｌ

Ｒ１３－３

PS

Ｒ３－４

Ｒ１２－４

３Ｌ

３Ｌ

Ｒ４－３

Ｒ４－４

Ｒ１２－２

Ｒ１２－３

Ｒ４－２

３Ｌ

Ｒ４－１

２
．
０

１０４１０６

２．０２．０

２０６

３Ｒ

Ｌ－２
Ｒ１３－２

２．０

２０７

１８Ｌ×２

２Ｌ

Ｒ１１－１

２
０
５

２
．

０

３

２
０

３

２
０

４

２．０

Ｒ１０－１

Ｒ９－１

２．０

Ｌ－３

Ｒ

１０１２０２

２．０
２０６

２．０

Ｒ１－１

８Ｌ

Ｒ８－１

２
．
０Ｒ

Ｒ１２－６

Ｒ１－２

８Ｌ

Ｒ１－３

Ｒ１２－７

Ｒ Ｒ
×４

ＲＲ

Ｒ１３－１

２
．
０

２
０
７

１Ｌ

１６Ｌ×２

２
０

８

２
．

０

Ｒ１４－１

Ｒ２－２

Ｒ１２－５

Ｒ５－１

Ｒ２－２

Ｒ１２－８

Ｒ２－３
Ｒ３－３

Ｒ３－２

８Ｌ

Ｒ３－１

２
．
０

１
０
３

Ｒ２－１
２
．
０

１
０
３

１
０
５

２
．
０

Ｒ１２－１

Ｒ６－１

Ｒ２－４

８Ｌ

総括班
Ｒ１２－９

特記事項 ※　下記は現在のケーブルを表記しており、

新設ケ－ブルについてはエコケ－ブルとする。

凡　例

照明器具

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

照明器具姿図参照

し、壁内は電線管ＰＦ－Ｄにてケーブル１．図中指示なき配線配管は、下記の通りとする。ただ

保護する事。

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ

電灯分電盤

１Ｐ１５Ａ×１埋込スイッチ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ＋２Ｃ

〃

〃

〃

〃

インペイ

〃

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ＋３Ｃ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ＋３Ｃ

ＩＶ　１．６×２　　　　　　ＰＦ－Ｄ（１６）

コロガシ

ＩＶ　１．６×２　Ｅ１．６　ＰＦ－Ｄ（１６）

１００Ｖ－３Ａ

備　　　　考規　　　　格

３

ＡＳ

ＷＰ

名　　　　称記　号

新金属プレート共

〃

１Ｐ１５Ａ×１（ＷＰ）

３Ｗ１５Ａ×１

〃

自動点滅器

〃

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ×２＋２Ｃ

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ×３

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ×２＋３Ｃ×２

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ×２＋３Ｃ

〃

〃

〃

２．０

２．０

２．０

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ×２＋２Ｃ

ＶＶＦ　１．６－３Ｃ×３

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ×２＋３Ｃ×２

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ＋３Ｃ

コロガシ

〃

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ＋３Ｃ

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ

ＶＶＦ　２．０－３Ｃ

ＶＶＦ　２．０－２Ｃ＋２Ｃ

２．０

〃

〃

２．０

２．０

２．０

２．０

インペイ

コロガシ

〃

ＦＣＰＥＶ　０．９－３Ｐ　

ＰＦ－Ｄ（１６）

配電盤回路図参照

〃

〃〃

〃

ＩＶ　１．６×５　Ｅ１．６　ＰＦ－Ｄ（２２）

ＩＶ　１．６×４　Ｅ１．６　ＰＦ－Ｄ（２２）

ＩＶ　１．６×３　Ｅ１．６　ＰＦ－Ｄ（１６）

１Ｐ４Ａ×１　ＰＬ付

２Ｌ

アウトレットボックス 中浅Ｃ付き

２Ｌ

１Ｌ セレクタースイッチ １Ｌ

２Ｐ１５Ａ×１　ＥＴ付 新金属プレート共

Ｒ

埋込コンセントＥ

ＶＶＦ　１．６－２Ｃ×２＋３Ｃ

空調／全熱交換機 機械設備工事リモコンスイッチ

天　井　扇 ２Ｐ１５Ａ×１　ＥＴ付 機械設備工事

〃

〃

〃 〃

〃

〃

新金属プレート共

６４Ｌ（中央監視盤内組込）

４Ｌ

１８Ｌ　×　２

６４Ｌ

４Ｌ

〃

１８Ｌ×２

２．図中点線は、既存機器・配管・配線を示す。

３．防火区画貫通箇所については、耐火処理を施す事。

Ｂ３２２×　４
ａ３２２×２０

佐賀県危機管理防災課

Ｊ×１

Ｐ×１

Ｑ×２

Ｑ×１

Ｌ×１

Ｌ×１
Ｑ×１

Ｄ×４
Ｙ×２ Ｅ×８

Ⅰ×２

Ｐ×４

Ｊ×１

Ｊ×１

Ｂ×１

Ｈ×１

Ｏ×１

Ｑ×１１

Ｄ×１１０

Ｍ×６

オフサイトセンター電気設備定期点検及び保守業務委託
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５５０ ２００

９
５

０

８００７００

６
７

０

４．　システム構成図　

５．　中央監視装置参考姿図　

１．　システム概要　

３．　機器仕様　２．　システム機能　

ページプリンタ インクジェット式Ａ３ページプリンタ 

日報記録 

月報記録 

系統図表示 電気系・プロセス系などの系統図を表示し、運転状態を色分け表示

また、アナログ・パルスデータも合わせて表示

警報状変清書記録 

１日１回自動印字し、また、手動操作により過去１年分の日報が印字可能

１月１回自動印字し、また、手動操作により過去１年分の月報と当月途中までの月報が印字

可能

警報記録、状態変化記録を清書記録する

記録は日単位の自動印字と、該当月と警報内容を指定する手動印字が可能

システム登録（オプション） システムに接続するターミナル、計測用の各種コントロールユニットなどが登録可能

回路名称登録（オプション） 画面表示に使用する回路名称が登録可能

日報月報フォーマット登録 日月報のフォーマットを登録可能

上下限監視

発停失敗

その他異常

個別発停操作

グループ発停操作

スケジュール

接点連動制御 接点入力回路の接点状態に変化があった場合、対応する出力回路を制御する

発停制御

デマンド監視

デマンド制御 電力デマンドの監視制御を行う

力率制御

最大８系統、各系統８バンクまでの制御が可能

重故障

軽故障

保護リレー、各種故障接点の操作監視（接点入力）

状態変化 遮断器、断路器などの状態監視（接点入力）

機器の発停失敗を監視

電圧、電流などのアナログデータの上下限監視および電力量、流量などのパルスデータの

上限監視

デマンド監視コントロールユニットと組み合わせることで使用電力量を予測演算し、管理

目標電力以下であることを監視

コントローラ、伝送ターミナルの異常監視

重故障

発停失敗・デマンド警報

コントローラの警報接点より出力

接点出力ターミナルにより遠隔出力可

コントローラの警報接点より出力

接点出力ターミナルにより遠隔出力可

軽故障

状態変化

上限監視

下限監視

コントローラの警報接点より出力

警報履歴表示

接点表示

アナログ表示

パルス表示

デマンド表示

発生および復旧した警報を発生順に表示（最大５００件）

接点入力による故障およびＯＮ／ＯＦＦ状態を表示

電圧、電流などのアナログデータを数値およびグラフにより表示

電力量、流量などのパルスデータを数値およびグラフにより表示

電力デマンドの推移をグラフィック表示

前回デマンド表示、過去１年間の最大デマンド表示も可

ＬＣＤ表示器またはアナンシェータから運用者の操作により任意の制御機器を１台毎に発停

操作可能

各機器を監視グループに分類し、ＬＣＤ表示器から運用者の操作により任意の制御機器を

グループ単位で発停操作可能

設定されたスケジュール時刻で自動的にＯＮ／ＯＦＦ制御を行う

日、週、特定日を設定することで１年間分のスケジュールが設定可能

制御方式としては、サイクリック方式と優先制御方式の２種から選択可能

デマンド制御履歴保存

定数設定

系統図表示の画面データが登録可能

その他異常

１系統（受電）の監視制御を行う

制御点数１６回路

無効電力データと有効電力データによりコンデンサ制御を行う

トレンド表示

短時間トレンド

２４時間トレンド

高調波トレンド

アナログデータ、パルスデータの時間的な変化及び高調波電流の次数別グラフをトレンド

表示

過去１５分のアナログデータをトレンド表示

過去２４時間のアナログデータ、パルスデータをトレンド表示

高調波電流データの次数別グラフを表示

警報記録（保存）

発停履歴保存

重故障、軽故障、状態変化、発停失敗、上限警報、下限警報、デマンド警報、その他異常の

各警報発生時に自動保存

発停操作時に自動保存

デマンド監視において警報発生、制御出力時にその保存を行う

（デマンド監視には専用のデマンドコントロールユニットが必要）

フロッピー保存 日データ、月データファイル、警報データファイルをフロッピーシートに手動保存が可能

ファイル形式は汎用のＣＳＶ形式なので、汎用の表計算Ｓ／Ｗで扱える

運転時間積算

運転回数積算

機器の運転時間の積算を行い、表示を行うとともに設定された上限値で運転時間の監視可能

機器のＯＮ／ＯＦＦ回数の積算を行い、表示するとともに設定された上限回数で運転回数を

監視

（１）　監視装置により、設備機器の常時監視、発停制御、並びに記録を行う。

（３）　監視装置は、各種パラメータの設定機能を有し、将来の設定変更に容易に対応できる。

（２）　監視装置と設備機器間の信号授受は、動力制御盤に伝送端末器を組み込み直接多重伝送により行う方式とする。

凡　例

コントローラ本体

ＬＣＤ表示器

アナンシェータ（ＡＮＮ６４）

ミニプリンタ 

伝送電源

伝送端末器

名　　　　称 内　　　　　　容

３２ビットマイクロコンピュータ 

タッチパネル付きＬＣＤパネル

６４窓／ユニット、最大５ユニット

イベント記録用

伝送用専用電源

盤内直接組込みタイプ

表示部

フロッピーディスクドライブ

ＦＤＤ フロッピーディスク　３．５型 

表示方式

表示文字種

表示サイズ

バックライト付きカラー液晶

英、数、かな、漢字（ＪＩＳ第２水準まで）

サイズ：１２．１型 ６４０×４８０画素

印字部 印字方式

印字文字種

印字桁数

印字色

ミニプリンタ 感熱ドットマトリクス方式

漢字（ＪＩＳ第２水準まで、ＡＮＫ）

漢　　字：２０文字／行

ＡＮＫ：４０文字／行

黒色

伝送方式 ２線式時分割多重伝送方式

・伝送速度：９６００ＢＰＳ

・系　　　統　：最大２系統

アナンシェータ 接続数

対象点

ＬＥＤ

表示方法

最大３２０窓

個別回路制御、状態／警報表示

緑／赤２色表示

赤点灯：ＯＮ状態

緑点灯：ＯＦＦ状態、正常状態

電源 ・ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ１０％＋－

・３．５型　２ＨＤ

最遠配線長　１０００ｍ・総配線長　２０００ｍ

ＣＰＥＶ－Ｓ　φ１．２

最大６３台／系統

・伝送距離：

・使用ケーブル：

・接続可能端末数：

入出力 合計２００点

（アナログ入力、パルス入力、デマンド入力、接点入力、接点出力の合計２００点）

（但し、デマンド入力は８点まで）

赤フリッカ：警報発生

ＣＰＵ ３２ビットマイクロコンピュータ 

ミニプリンタにより自動印字

Ｎｏ． 名　　称

コントローラ本体

ＬＣＤ表示器

ミニプリンタ 

１

２

３

４ アナンシェータ（６４窓）

４

２

３

１

連動制御ソフト（オフ゜ション）内蔵のソフトＰＬＣエンジンにより、複雑な連動制御が可能

演算式登録（オプション）

系統図登録（オプション）

日月報には演算式が登録可能

演算式には加・減・乗・除・開平算などが登録可能

表計算ソフトＥｘｃｅｌの演算式により登録 

アナログスケーリング値、上下限監視設定値、デマンド関係設定値、力率監視制御設定値、

スケジュール設定値、時刻などを設定変更可能

（オプション）

（オフ゜ション）

（オプション）

（Ａ３ページプリンタが必要）

（オプション）

（オプション）

（Ａ３ページプリンタが必要）

（Ａ３ページプリンタが必要）

通信線（ＦＣＰＥＶ－Ｓ　１．２－３Ｐ　）

◆中央監視盤 ◆ページプリンタ，プリンタ台

Ａ３ページプリンタ 

伝送

端末器

伝送

端末器

受変電設備系

伝送

端末器

伝送

端末器

伝送

端末器

伝送

端末器

ＡＮＮ６４

ＬＣＤ表示器 ＦＤＤ

コントローラ本体

中央監視装置

（タッチハ゜ネル含む）

ミニプリンタ 

伝送電源伝送電源

プリンタ 

ページ

無停電電源装置

（７５ｋＶＡ）

自家発電設備系 始動用蓄電池系

伝送

端末器

伝送

端末器

静止形電源設備系

伝送

端末器

伝送

端末器

伝送

端末器

伝送

端末器

給水系

伝送

端末器

伝送

端末器

ガス系排水系

伝送

端末器

伝送

端末器

空気調和機系

　　警　報　監　視　機　能

　　接点入力監視
機　　　能 内　　　　　　　　容

　　警報出力機能

　　表　示　機　能

　　制　御　機　能

　　設備管理機能

　　保存・記録機能

　　設　定　機　能

　　外部接続

項　　　目 仕　　　　　　　　様

伝送

端末器

伝送

端末器

分電盤系

図面名

縮　尺 図番号

作成年月

２０１０年 ３月

作成者

中央監視装置図

７

7

佐賀県統括本部消防防災課

担当

防災情報

ｵﾌｻｲﾄｾﾝﾀｰ電気設備定期点検及び保守業務委託



参考図：10kVAUPS外形図



参考図：10kVAUPS配置図


